
コ
ウ

-・・圃・-
九

言

う

て

ゐ

る

。

も

夏

め

た

o

山
富
荘
厳
欝
中
記
録
観
路
三
年
七
用
品
u
四
日
の
僚
に
一
巌
宗
額
金
棒
に
来
。
、
十
六
年
妙
心
寺
の
来
院
に
住

ゴ

ウ

郷

珠

洲

都

機

原

の

内

の

小

字

。

コ

ウ

Z
イ
ジ
奥
様
寺
河
北
部
浦
被
に
在
っ
て
、
一
見
え
る
0

・
一
し
た
。
務
士
生
駒
内
勝
直
方
そ
の
徳
を
諒
ひ
、
十
八

コ
ウ
ア
ン
呆
庵
天
授
五
年
五
周
を
以
て
生
ま
一
日
延
宗
に
崩
し
、
妙
技
山
と
観
す
る
o
文
安
中
本
紙
一
コ
ウ
ガ
イ
番
外

J
-フ
y
y
ユ
ウ
コ
ウ
ガ
イ
一
一
年
に
密
躍
を
閉
山
と
し
て
建
て
た
も
の
即
ち
是
で
あ

れ
、
江
沼
部
棺
屋
天
前
に
奉
仕
し
た
が
、
後
棒
に
路
一
院
日
弘
の
創
建
で
あ
る
と
い
ふ
。
明
治
四
十
一
年
間
一
関
秀
番
外
。
一
る
。
密
躍
は
箆
永
十
九
年
正
周
九
日
六
十
六
歳
で
寂

し
た
。
中
古
商
例
名
集
に
、
『
果
階
。
渉
窓
揚
子
郁
夫
一
部
訴
の
法
務
寺
を
合
併
し
た
。
一
ヨ
ウ
ガ
イ
セ
キ
ラ
ン
香
外
石
関
金
禅
問
国
洞
宗
一
し
た
と
い
ふ
。
高
巌
寺
の
塔
顕
に
こ
皐
熔
が
あ
っ
た

常
也
。
相
同
寺
術
也
。
天
下
韓
併
也
。
呆
賂
序
=
限
一
コ
ウ
ェ
イ
ジ
光
幾
寺
関
長
部
石
井
に
在
っ
て
、
一
貧
困
寺
十
八
代
の
住
持
。
生
凶
は
若
州
、
費
時
四
年
一
が
、
後
に
破
却
せ
ら
れ
た
。
門
内
に
胸
高
周
閥
五
米
、

読
吋
有
=
梅
城
鍛
刊
』
と
見
え
、
北
野
栄
草
の
附
言
に
一
回
拠
出
訳
東
一
献
に
幽
す
る
。
一
一
一
周
松
山
寺
よ
り
滋
山
し
、
明
和
六
年
十
二
周
隠
一
高
さ
一
六
米
の
老
校
が
あ
る
。
箆
寺
の
山
銃
は
議
し

は
、
『
夢
窓
凶
附
の
揚
子
呆
賂
は
、
藤
氏
の
人
な
が
一
コ
ウ
Z
イ
ジ
光
鑓
寺
邸
主
榔
熊
野
に
在
っ
て
二
属
、
安
永
六
年
二
周
十
一
日
諮
化
し
た
。
一
之
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

ら
、
紳
徳
を
誌
ひ
奉
h
v
て
、
諸
替
を
抄
出
し
て
梅
城
一
環
宗
束
誠
に
幽
す
る
。
そ
の
庭
前
に
あ
る
枝
護
機
の
一
コ
ウ
ガ
ク
イ
ン
錨
録
院
富
山
務
主
第
十
一
代
一
ゴ
ウ
ガ
ン
ジ
迎
健
寺
能
美
郷
小
松
寺
町
に
在

録
を
あ
ら
は
せ
り
。
是
を
や
柿
殺
を
う
け
つ
げ
る
と
一
老
樹
は
務
名
の
も
の
で
あ
る
。
一
前
回
利
友
の
法
説
。
詳
し
く
は
鍋
務
院
瑞
雲
日
鑓
大
一
っ
て
、
民
宗
東
一
概
に
臨
す
る
。
明
治
五
年
寺
脱
を
公

も

い

ふ

べ

か

ら

ん

。

』

と

あ

る

。

梅

城

録

は

官

公

の

増

一

コ

ウ

エ

イ

ジ

鹿

掠

奪

珠

洲

榔

大

谷

に

在

っ

て

、

一

一

闘

士

。

一

一

帯

し

た

。

-
徳
を
た
a
h

へ
た
も
の
で
川
波
文
を
以
て
記
さ
れ
、
賀
一
員
宗
東
祇
に
屈
す
る
。
一
コ
ウ
カ
タ
ジ
光
蕗
寺
金
棒
山
上
町
に
在
っ
て
、
一
コ
ウ
ガ
ン
ジ
マ
へ
高
磨
寺
前
金
持
三
締
高
騰

江
除
儲
男
果
路
地
と
捜
し
て
ゐ
る
。
そ
の
賀
江
と
い
一
ヨ
ウ
エ
キ
ガ
タ
ヒ
ツ
ド
ク
鹿
易
畢
必
龍
二
加
。
一
雄
徳
山
又
は
永
岡
山
と
捜
し
、
海
土
宗
に
臆
す
る
。
一
寺
の
前
泊
り
を
い
ふ
。
元
除
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁

ふ
は
加
賀
江
沼
榔
を
窓
味
し
、
檎
屋
天
紳
の
所
在
た
一
新
井
尚
蛾
務
。
先
に
w
析
す
所
の
古
易
断
・
古
易
額
筒
一
前
悶
利
家
の
初
め
て
金
禄
に
封
ぜ
ら
れ
た
時
、
芳
重
一
許
附
に
高
岸
寺
前
、
事
保
九
年
の
士
幌
に
光
岩
寺
前

る
直
下
村
の
援
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
の
治
漏
を
料
饗
し
た
も
の
。
嘉
永
二
年
曾
孫
新
井
直
一
十
二
年
開
山
普
等
が
越
前
府
中
よ
り
来
り
‘
新
丸
の
一
と
も
あ
る
。
共
に
高
巌
寺
前
の
怠
な
る
が
、
光
岩
寺

コ
ウ
ア
ン
ケ
ン
高
安
幹
大
梁
寺
が
石
川
地
町
一
が
序
を
附
し
て
ゐ
る
。
一
内
に
地
を
賜
は
っ
て
話
寺
を
建
立
し
た
が
、
利
長
の
一
前
を
ミ
ツ
ガ

y
ジ
マ
へ
と
制
み
繰
り
た
る
よ
り
、
凶

樫
庄
野
々
市
に
在
っ
た
時
、
捌
郎
元
年
間
寺
三
代
明
一
コ
ウ
Z

ン
ジ
幸
岡
寺
石
川
榔
金
石
に
在
っ
て
‘
一
時
盟
屋
町
勉
淵
に
移
り
、
箆
永
十
三
年
夏
に
命
ぜ
ら
一
事
昌
披
閲
容
に
も
荷
停
寺
前
又
は
み
つ
が
ん
ま
へ
と

時
議
哲
が
塔
臨
と
し
て
建
立
し
た
も
の
と
い
ふ
。
富
一
民
宗
東
仮
に
鴎
す
る
。
明
治
十
二
年
六
尼
寺
焼
公
講
一
れ
て
山
上
町
に
移
っ
た
。
一
記
し
、
後
枇
は
三
構
と
留
す
る
に
至
っ
た
o
高
峰
寺

概
島
家
の
弟
対
家
一
名
高
犠
の
開
法
に
係
る
か
ら
一
の
許
可
を
得
た
。
一
コ
ウ
カ
タ
タ
鹿
魔
寺
羽
咋
郡
塁
本
江
に
在
つ
一
の
閲
組
は
梅
巌
和
倫
で
あ
る
か
ら
、
み
つ
が
ん
ま
へ

の
名
だ
と
い
ふ
が
‘
果
し
て
ど
う
か
。
寧
ろ
高
安
庄
一
コ
ウ
Z

ン
ジ
光
岡
寺
河
北
郡
南
森
下
に
在
つ
一
て
、
異
宗
東
波
に
鴎
す
る
。
一
は
鰐
股
前
で
あ
る
と
す
る
設
は
採
ら
ぬ
。

に
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
o
そ

の

後

大

采

寺

一

て

、

長

宗

東

振

に

鹿

す

る

。

一

コ

ウ

カ

シ

ュ

ン

ジ

ユ

ウ

耕

稼

春

秋

七

巻

。

貫

一

コ

ウ

カ

ン

チ

ョ

ウ

セ

キ

シ

ユ

ウ

耕

茸

釣

寂

集

の
移
綿
に
随
う
て
寺
地
を
金
禅
に
移
し
、
元
旅
十
年
一
コ
ウ
Z

ン
ジ
光
岡
寺
鹿
島
榔
山
崎
に
在
っ
て
、
一
永
四
年
石
川
郡
御
供
田
村
土
屋
義
休
の
箸
。
践
産
の
一
一
加
。
猫
制
攻
者
。
内
阻
に
は
四
未
能
軒
集
と
あ
る
。

に
は
今
の
大
采
寺
山
に
移
っ
た
。
明
治
の
後
高
安
軒
一
英
国
武
東
振
に
鴎
す
る
。
一
播
種
耕
作
一
切
に
関
す
る
こ
と
を
述
べ
、
正
徳
四
年
一
天
保
十
一
年
か
ら
嘉
永
六
年
ま
で
に
成
っ
た
五
言
絡

は
援
し
た
が
、
次
い
で
金
得
策
昌
隆
の
.
直
指
石
路
が
一
・
コ
ウ
ォ
ン
ジ
光
穏
寺
鹿
烏
榔
永
光
寺
臓
明
徳
一
室
鳩
巣
の
序
文
を
加
へ
て
あ
る
。
一
句
一
、
七
言
絶
句
六
十
一
、
五
言
保
持
十
四
、
七
言

野
々
市
に
庖
を
結
ん
で
‘
之
を
世
間
安
軒
と
脱
し
た
。
一
二
年
十
一
円
月
十
日
備
制
曇
判
部
に
、

m
羽
咋
郡
荻
島
に
一
コ
ウ
ガ
ン
ジ
高
岸
寺
金
栂
野
悶
寺
町
に
在
つ
一
律
詩
七
十
一
、
五
七
言
古
詩
各
一
一
を
牧
め
、
そ
の
内

ヨ
ウ
イ
ン
ジ
高
印
寺
金
制
作
六
斗
林
皆
洞
宗
玉
一
光
穆
寺
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
る
。
一
て
、
妙
築
山
と
銃
し
、
日
蓮
宗
に
屈
す
る
。
天
正
十
一
天
保
十
三
年
ま
で
の
約
百
首
は
京
儒
琴
春
織
の
批
貼

随
寺
の
塔
顕
で
あ
っ
た
。
天
文
三
年
賠
州
前
闘
に
て
一
コ
ウ
ォ
ン
ジ
孝
恩
寺
臨
岳
部
柏
崎
に
在
っ
た
。
一
五
年
高
畠
定
吉
石
川
郡
白
山
村
に
笛
寺
を
這
立
し
、
一
を
得
て
居
る
。

去
飽
寺
二
代
材
長
和
向
之
を
建
立
し
、
後
金
持
に
移
一
間
国
抑
制
宗
に
闘
し
、
松
帰
国
田
淵
を
開
基
と
す
る
。
天

E
一
日
餓
を
以
て
寺
主
と
し
た
。
次
い
で
金
揮
に
移
り
.
一
コ
ウ
ギ
ゴ
ヨ
ウ
公
儀
御
用
こ
の
股
名
は
古
く

っ
て
常
に
玉
商
寺
拝
領
地
の


